授業づくり研修講座　実践レポート
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　座間市立西中学校　　氏名　渡 邊　美 香
単元名　　第２学年　「壁に残された伝言」
　　　　　　　　　　『綾瀬はるか「戦争」を聞く』
≪実践のポイント（工夫）≫
・様々な人にとっての「戦争」を知るため、戦争を体験した人たちに取材をし、インタビュー形式でまとめた教材を活用した。実際に戦争の話を聞く機会の少ない生徒たちにとっては、やさしい言葉でわかりやすくまとめてあるので読みやすく、文章もまとめやすいのではないかと考えた。
・文章をまとめる際は、大きく３つの観点に絞ってまとめさせるようにした。また、書き出しの形式も統一させるようにした。
≪実践内容≫

≪振り返り（成果や課題）≫
・まとめる内容を３つに絞ったことで、生徒も何についてまとめたらいいのか明確になり、内容の観点を意識しながら取材の文章を読み進められている生徒が多かったように思う。また、書き出しの形式を決めたことで、書き出しに迷う生徒も少なく、スムーズに書き進められていた。
・お互いに作品を読み合うことで、上手にまとめられている生徒の作品を参考にすることができていた。
・作品を読み合う中で、お互いに良さを認め合うことができた。また、生徒間でアドバイスをし合いながら、よりよい作品に仕上げようとする班もいくつか見られた。
・文章中の言葉の意味が理解できていなかったり、別の言葉に置き換えて書くことを出来るようにしていきたい。語彙力を高めていかなければならないと感じた。
【学習目標】


　・取材の文章を読んで、わかりやすく説明できるようにまとめる。


　・様々な人にとっての戦争というものを知り、戦争について自分なりの考えを持つ。





　１　『綾瀬はるか「戦争」を聞く』の概要をとらえる


　２　目次と写真から担当するページを決める


　３　割り当てられたページについて説明する（個人）


写真についての説明・・・場面、状況の説明をする


取材に応じてくださった人の説明


最も印象に残った取材に応じられた人の言葉とそれに対する自分の感想


　４　一人ひとりが書いたものを発表試合し合い、原稿を仕上げる（内容ごとに読む）


　５　役割分担を決め、発表の練習をする


　６　発表会を行う


　７　学習の振り返り








